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1．はじめに

　東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林生態水文学研究所（以下，生態水文学研究所）

は，生態水文学研究所赤津研究林白坂流域井戸水位観測報告（Ⅰ）（五名ら，2017），生態水文学

研究所赤津研究林白坂流域井戸水位観測報告（Ⅱ）（蔵治ら，2018）により，それぞれ 1981～

2001 年，2003～2015 年の 21 年間，13 年間に観測・記録された地下水位データを公表した。本

報告では，引き続き，北谷井戸 II の 1958～1980 年の 23 年間に観測・記録された井戸水位につ

いて報告する。また，本報告により，1958～2015 年の 57 年間（2002 年は通年で欠測のため年数

に含めない）の白坂北谷井戸 II の地下水位記録の読み取りが終了したので，57 年間の地下水位

の変動について概要を示す。

　井戸水位の観測は，生態水文学研究所における重要な業務の一つとして位置づけられており，

この作業は生態水文学研究所全教職員（元教職員を含む）によって支えられている。

　本報告の作成にあたり，記録紙や野帳に記録された生データを読み取る作業は黒木が行い，読

み取ったデータを地下水位に換算して整理する作業は著者らが共同で行った。
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2．地下水観測井戸の概要

　地下水観測井戸の概要に関しては，生態水文学研究所赤津研究林白坂流域井戸水位観測報告

（Ⅰ）（五名ら，2017）に記載した通りであり，重複を避けるため本報告では省略する。

3．観測・記録方法

　生態水文学研究所赤津研究林白坂流域井戸水位観測報告（Ⅰ）（五名ら，2017）の表－1 によ

れば，本報告で報告する期間は週巻き記録紙により観測を行っていたと記載してあったが，その

後の調査により，この期間では，1958 年 12 月 17 日より 1977 年 5 月 15 日まで日巻水位計によ

る記録，1977 年 5 月 16 日より週巻水位計による記録が行われていたことが判明した。また，五

名ら（2017）の表－1 にはポイントゲージ観測は週 1 回，記録紙交換時と記載してあったが，日

巻き水位計による観測期間は，ポイントゲージによる地下水位は，毎日，記録紙交換時に観測

し，記録紙と野帳に記録されていた。野帳の地下水位の記録は最古の日巻き記録紙よりも古く，

1958 年 2 月 13 日から始まっていた。

4．観測データの概要

　日巻きおよび週巻きの記録紙を読み取って求めた地下水位の変動を図 1－1～図 1－23 に示す。

図上の実線が途切れている期間は，自記水位計の不調等が原因で生じた欠測期間である。1978

年は夏の少雨により地下水位が低下し，8 月 28 日 3：00 に測定限界を超えたため，記録紙，ポ

イントゲージともに欠測となった。9 月 1 日 9：00 には水位が回復したが，同日 15：30 には再

び測定限界を超えて下がり，9 月 4 日 11：00 まで欠測となった。

　生態水文学研究所赤津研究林白坂流域井戸水位観測報告（Ⅰ）及び（Ⅱ）（五名ら，2017；蔵

治ら，2018）ではポイントゲージで観測した値もグラフ上に示していたが，今回の観測期間では

観測頻度が高く，図が煩雑となるため省略した。

　すべての図の元データは，生態水文学研究所に保管されている。
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図 1－1　1958 年の北谷井戸 II の水位変動

図 1－2　1959 年の北谷井戸 II の水位変動
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図 1－4　1961 年の北谷井戸 II の水位変動

図 1－3　1960 年の北谷井戸 II の水位変動
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図 1－6　1963 年の北谷井戸 II の水位変動

図 1－5　1962 年の北谷井戸 II の水位変動
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図 1－8　1965 年の北谷井戸 II の水位変動

図 1－7　1964 年の北谷井戸 II の水位変動
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図 1－9　1966 年の北谷井戸 II の水位変動

図 1－10　1967 年の北谷井戸 II の水位変動
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図 1－12　1969 年の北谷井戸 II の水位変動

図 1－11　1968 年の北谷井戸 II の水位変動
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図 1－13　1970 年の北谷井戸 II の水位変動

図 1－14　1971 年の北谷井戸 II の水位変動
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図 1－16　1973 年の北谷井戸 II の水位変動

図 1－15　1972 年の北谷井戸 II の水位変動
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図 1－18　1975 年の北谷井戸 II の水位変動

図 1－17　1974 年の北谷井戸 II の水位変動
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図 1－20　1977 年の北谷井戸 II の水位変動

図 1－19　1976 年の北谷井戸 II の水位変動
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図 1－21　1978 年の北谷井戸 II の水位変動

図 1－22　1979 年の北谷井戸 II の水位変動



14 蔵治光一郎・黒木里香

図 1－23　1980 年の北谷井戸 II の水位変動
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5．1958～2015 年の地下水位の概要

　生態水文学研究所赤津研究林白坂流域井戸水位観測報告（Ⅰ）及び（Ⅱ）（五名ら，2017；蔵

治ら，2018）および本報告によって報告してきた 57 年間の地下水位は，降雨開始直後から上昇

し，降雨終了後に低減する変動を繰り返している。その結果，地下水位変動は，北谷の量水堰堤

で観測されたハイドログラフ（例えば Gomyo and Kuraji, 2016）と似た形状を示す。

　図－2 に年最高水位の長期トレンドを示す。57 年間の最高水位は 1999 年 6 月 30 日 1：36 に記

録された 11.999mm であった。基準点と井戸淵の比高は 12.662mm（2003 年 5 月 14 日測定：五

名ら，2017），地表面と井戸淵の比高は 483mm（2016 年 5 月 10 日測定）であったことから，地

表面の比高は 12.179mm となる。57 年間で最も高い水位は，地表面から 180mm 下であったこと

がわかる。最高水位が地表面まで到達しない理由は，地下水位井戸設置点およびその集水域の地

質が風化花崗岩であり，大雨に伴う大量の水を飽和・不飽和側方流として流出させる構造が地中

に形成されているため，57 年間に発生した降水イベントの範囲内では，飽和地表流が発生しな

図－2　年最高水位，夏季最低水位，冬季最低水位の長期トレンド
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かったためと推察される。

　白坂本谷試験流域の渇水は夏渇水と冬渇水に区分される（蔵治，2000）ため，夏季（5～10

月）と冬季（11～翌年 4 月）に区分して求めた最低水位の長期トレンドを図－2 に示す。57 年間

の最低水位は 1994 年 9 月 12 日 12：00 に記録された 10.006mm であった。なお 1994 年 9 月 15

日 8：50～9 月 19 日 9：30 は欠測であったが，降水の状況から，この間に水位が 10.006mm を下

回った可能性は低いとみている。57 年間に記録された最高水位と最低水位には約 2m の差があ

り，地下水位が約 2m の範囲で変動していることが初めて明らかになった。

　最低水位の長期トレンドを概観すると，1961 年冬季～1963・64 年冬季，1984 年冬季～1987・

88 年冬季，1994 年夏季～1995・96 年冬季に最低水位の低い期間があるが，それらを含めても，

全体として最低水位は夏季・冬季ともに上昇トレンドにあるのが見て取れる。

　最高水位・夏季最低水位・冬季最低水位を記録した日の長期トレンドを図－3 に示す。最高水

位および夏季の最低水位の記録日には長期トレンドが見られないが，冬季の最低水位の記録日は

早まるトレンドにある。

　このようなトレンドの主原因は，森林の長期的な変化の可能性，降水量の変動の長期変化の可

能性，およびその両方が複合的に作用した可能性があり，これらの可能性を検証することが今後

の課題である。例えば，白坂における 1930～1990 年の季節別降水量の長期トレンドを解析した

図－3　年最高水位，夏季最低水位，冬季最低水位が観測された日の長期トレンド
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結果，春・夏（3～8 月）は増加トレンド，秋・冬（9～翌年 2 月）は減少トレンドにあったと報

告されている（蔵治ら，2003）が，秋・冬の降水量が減少しているにもかかわらず，冬季の最低

水位が増加傾向にあるのはなぜか，といった問いに答えるような解析が進展することが望まれ

る。
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